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報 文

穿孔径と装薬径との発破効果に及ぼす

影響に関する一考察

¶ 仰 = lr･3 Fl31ll Jql･1)

村 Ill 勉 H ･Il一 三

くraa:地方丁托式台水式Dエ4?

貴1 頼 JF

Nl良作3tnl行-I(-.当っては.･3tt1その掛1'にigL''二

は.tのFqとサイズ'f三照一ra必せがある,これの美

lPとナ-きほテtのト賃:二SSTてIi尻稚11に辻-T二が.

サイズの決12については又男-D■JLから考え1L･JN王

I.･らT.･r.･.しナし辞を〇'F,噂声このサ'ズかた臭につ

いて.i=と三つ こ̀珊 ),･見られ'J.I.'ので.2if串

はここにだ科-Lr･(,一誌のさ考叛 ry村石一二め.こ.岸

孔伍とそru=村人すべき肝 のtBとの突抜rlF:さL:丑は

すM Iこついて.SLjPy_一考穀をZrはるこeこする

貴Z tE隻=1の斗合の輯蔽保邑

前職l)に託て卿 の点じ̀こものは一灯苛の浪gt哲

JZがそのLL折 TF皮に等し-.･坤台であって,こ川 主

群L伐と頒実T7Sとの卑しい,'.ト るTE生抜(de｡51Ly
lo.ldlrlg)にあ■ころ将合でも,-a. 一点[:はは託用が拝

礼伍よT)も小吉いJT_ころの昭弘tjt(ElklloadLnJl)那

多いので (tSqI),こllt=和して巧燕を加える必礎が
ある

tt▲ 11■
tdl 携島牧とl事典AA今茶托 ẑ A..ポT さ -/

)の任せ も.罪点t･Lとすると.肺 を球形亡LT二こき

の仰 指 q'及び.FT+-ル全件の印-8匹 qbは,次のJI舷 に

よって持び付けられろことtこlJ.-ら.(1-℃)Jd㌔-(汀1)･LT-∫ (I3)Tn-I(

J/4)･IJL(lrJt･>)I-(dJII>)

t (1)そしてこの qbが吉浦に奈
L7る 付.1=相当し.この外呼に上玉好手fScl瓦び哲析-Tf筆oがもr),これらtL

そi'LtTh六の式でbJ

･,A.･L)1'La.ql け t

lr47r▲)'rJ (2)･･(トtlか亡pJ)ql.
(壬ヽここtニわ,p

}は.それてh専∈1匹恥JLるgl=於 するyス淡】亡追啓茨-J

dス巧度である.好事ー表面のプ 申̂出蓬g山は,榊 [=も戻し●
こ,iうに伊達,-t

Dとするとき･｡,,I′下二禦 rdp) (4,で力

かされる.-158ス枕 辺茨の民望に.tろ液茨の故和は.持田tlの和 上Tl

(
,r.鳥-pl-÷ 卜 (i )三†]て-b,-人られる.ここl= r,

,.li轄だて.それぞれ淵過度 F.t｡Tjる瓜に

対仏する.上京た くr/,I)-20以1ご

ては,近似的に1-I.('Jr)



より

p>-p.(dbも)'J (7)

が決められる.

以上の抜粟から捷鼓係数 Cを⊃穴める手放さは,荊

租̀1)き4C同じ匂序で行うことができる.

先ず

叫-(3LJ<rpt)13

と (1)式:から柑られる

｡L--.い†J.I.(.17I

を (3)式E=代入して

a-(I+上か!pb)(db/(lo)'･)nO (8)

をNる｡こilを田脚 の附 1式

(a/2LP)}p-qt/055 (9)

tこ代入ナi1ほ

⊥ i (一十七b'pb)(do′'b)',･一意佃 pO etO1
32JqE fF}p.I,-ーI' r_'
3xO.55p (1+Lかpby(め.d')=

となり.FIatlserの公式

J.Zed

と比較すrLは建直牌 .として

'̀09xIO'qLi汁L品 (10)P

IJ'･和らhJ'J.ここで脚 と同じく,J･4･kg.廿をtr,

の神位にする一二めに,e(=はあら1=めて1DIが索じて

ある.

兼技にpの計井が或るが.これL=はAbet-NYobEeの

式

p-jJ,/(V-dl') (1))

をmいて先ずLTTホーr/内の圧力 Ibfz決めると,
p'E-/JJ(l′■-αL)に於て 1㌔-(T/4)心●L,II.=(J/4)
do亡tpoとtZJは上く,これから

･叶 ./_ba票 詰ま)亡 く12,

を縛る.(王2)式の 抄は,いわは鞭 半径 恥TLる凍

内のL=力であり,(10)式*のElは半在I111Lる技内の

庄カであることを考えilは

P-P･(号 )'7-(,去 声 (13,

が灯られ.こrLらを (10)式にft入ナ川 王

亡-6･0"IQ～･⊥=ヱ苧 吐 出 の)'Y(t+上かtpb)I
となる.yfI=巾,P には,(6),(7)式をFf71･-･前
職を多可して Lr･0.5と荘げは,#E,王位 ･Stの尊台の

は鼓曲 0を-9･える公式として,独 '柑られること

にfLろ く蛾 現であっても孤 包ま充分行われてい る こ

するのはもちろんである.

0-6･ognCt･I~0.57 仙̀ '≡

J ;L+:A,S # /".8.',L等- (I4,

上式志Dの左Wの分並は.･lbI･もの増加に経って大

きくなるが,右仰の分畝は.･Lb仏 が大きくfJ.るとあ

るところ江では小さくなる性兜を,持っている.従って

_1=式のJFからでは珊淡tJXと艇延桝との粉合の.抜取係

数の此収は田方である.こ川上尖匹に叙位的に当って

みなけれほわからない.

§3 荘堺直径比重変えた社合の

輯破骨散の計某所

恥 こく14)式を用い'=棚 として,既報I=引用L

f=i監堺のほ茄 ･t,I3,0,Dについて

(I) 密E筑 d■-3るmzn
d4-36mm dHも-t.0

(ll) 嘩 舛 J+-36mn
lJ3-3cmm ら̀d4-12

の二つの甘合の店鼓係を･'L和 してJみよう.但し式亭
の ～ としては,は実の脚 Aの卓LzそのfS用い

ち.

ZL(1 件Btt13;の特性

拡椎 ;.盃 よ 二重 ≡ F

I. ≡ : -
: I 9■3幻 44 川⊥ _一･････････････････････････････････___

先ず脚 の縛比は袈 [の如くてあり,岩石の特性は

r1-2･33. A1-0･0574･ lt一01iE

とする.こh執 ま何れも前鞭l)を7の紬 例に26づく

ものである.tf許の力色 土(14)式I=こrL脚 可を

ft入1.L･るTlけで桝 であるから,鯨 の,.Iをqlくと次

のようにILる.

即ちとの倣粥も桜 坊を-fTうことにより,ほ臣珠虫
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辞孔tyと鍋黄色との粂W 禾Iこ及rfす影苛に持すもー考占 87

求2盛4正f:LL比tAl=するときD 有の阻 il■少し,やがて島小丘.こ諾して軌 三二廿在する

adL56の∬正作玖 ことがわかる.従ってこTL噂の積であるUは,変色Ja
~1 一 J - を持つ'こね訂正丑である (EZ2),

- o (eg;JA) 0 (fEJH ) 甘 h ･< 玩コから■丑=山 域 するCの夏Jtを掛 ･h
dtd●-I.0 dL4--II

Jl 356 404 t C T は河3のbl('=る･これは穿孔珪一宏の取合･茨拝を
Jl E70 2.56 5D.6 変化=･せ一二ときの頒鼓焦穀の封 こてあって･究鞍の父
0 2.48 2.9B : 232 薮如 l粥 1位と肪 珪とを毛廷するを･さ考:=fJ･-る!･
I) 312 329 55 のて上る.

0が大きくTLり.ぼ政弘県をZKilることがわかる.こ

のfd把は.矧 二比瓜の大きい法談 JLl=放て著しい. 5

(･IbA.)の変化に伴 う0の変化は.(】1)式の胃刀を
対卿 しT=次式で袈わされる.

争 [1_悪 豊 ,i6T .lO..･p"I,./A.yl 了:xtq..農玩)..T一一丁福.,..E誌面 .- )]8(号 )
この式で JOエt一イナ3Lになろこと,q]ちほ良成虫

が!t少する上うfLことは,甘遠の弊政拝辞では包I)柑
'jr.VEって｢枚l二は,盗榔 比の大きくfJ.'る.ヱと

は鼓牌 も大eくILり.突鼓納 ま低下するものllあ

ち.この打保をはっきりさヤるT=めに,今衰2てJ併
し●こ肘 ≦の うち .̂Jtを呈んで.これらのは艮他 言

dtd.の変化とともに如何(=雪≡るかfz,もつと辞しく
3称 してJAると,次の浪3のようt:fLる.

戟3 放JA紅思比とJ王やLglこ9tたたと竜の
姐良作歎bタ化

-I一▲ LJ1

l

- ･▲〟.弼2 悠繋tiJ~対 し穿孔空と大

手(した鵡+わ姓丘辞敦の茶化二 I _: 二I- i弼3 好7L従に対し虫玉径を昆ホ大きくした

S;令の4故障枚の変化与4 括 tB桝 ま,岩石突放に卦 ナる軌 控とこrLl二葉gtナ

軌 二は (ll)式中の二つの分ものむ位を並たして35 ろ紙 Tfとの匹保が男故郷 t=如何(:桝 する
か(=つい′.:･これでみると d･/d･の相加 こけい



SB エ 旬 火 感 触 仝 電 解 17昏 節 2蘇

合E二は,相鉄繰出0は,購石.は男の柁性とともに次

式て讃わモれる.

0-6･39･IC41･1二警 ハ坦

巧 .+.A,t霊 こ','Lb::L',L:o','}',I
ここに qIは竹石の引責T)良.1院32,L▲.l亡に台石
の庄掩,初棚 ./ほ併鎖の火繋九 plは長和の頒

罰Jrス確度 (位比耳 Jl=噂しい),14は舶 JT六の発

JdよT)の頓u乱度である.恥 は次式て撫迅JJと枯び

付い ている.

･A-Dl/77Iqh'I-,二壷7モー】

aヲポリウ･･,7はNスの比放 てあ,-J.
2) 監袋策の均分の規正旅軌ま,劣文中の尖抗にも

示し●こように鰭姓恥 二比して大と7ごり.党政 王領琵iE

の方が劫処的'Cあることがわかる.

桝 .土ここに一つのXZl-/ て,辞孔!至と鼓粟だ

が発鼓鮒 J=丑 =す影妄 こついて再.鮎 iとこp,･を行っ

てふ●こ,JJ こIrLlこついては集劣性†祝 せいろいろ交え

二̀捌 '{･.紫野 二行って).らll-Jこと{J't望空し

い｡又このrEtl田に男しては.別のBlfTからの≡丘耗 考

蘇/i)増えられるので,更に多くの愉 如並びl=契至遜り

和 のlL岩れることを煎基1-ら.

文 Bt

I) 村IHh.rH巾一三 工火Jl丘12,X'01.18(195や)-

2) 村rFl池 火苛tK乙節 目5号,｢述免萌丑溝のr=頚
にT2Jする8吉光｣(1933).

t.ffc(･tortllCI)lnmCtCrSOTZloT･C･holeand

E_YpLoslヽCChzlrEeOlltheRockJllLIStJnhr.

byTsLltr)muMuralsandKazumlTanaka

Jnth(･provlOuSPaper,llllehal･elntTO･ VC

ducedalorl】lu]aLOCalcl】laLetllCblastlllg 伽 thclnltzal＼clocLLyOfthee)Lt)lo-

coe爪clent】11thecaseofdens)tyJoadlng･ SLOngasesfrome.YplcsIVC

LetLLnthHvclghtoEcharge(kg)ItD ar)d 74lSCOmbinedwlththedctonatlOn

bcthellnCOflcDStreSIStanCC(1)I),then ･ヽelocILyDasfouows.

lYeObtaH1thetlC.YtrOrmulzI

L- cILP (1)

al1dthebhstlngcoe爪CICZltaZS

U,(1105J)

′

(1+Lllo'J)>r
(1+Lflo!J)8

(2)

whcrc

q' thcLcTlS日estrcI】gt110fLllCrock

lobeb一ast(･d

J.l ulCCOmprCSSlOnCOe庶cLC71tOfthe

roCk

Lt thecnlSlnngcoemclcl1tOfthe
rock

l -'TolCCHorとhcspcczLIccvcrgy

ofLhcc二叩Zoszve

A thecub】cdensltyOftheCXF)】osL-

I/●-DT(1-〝｣)(y一也 )- (3))バー1

1Vhcre'r)らthecoヽ･o】umcofexpbSIOn
gases.and7′IStJ7erat100fspcclflCheats

ofthem

iTiou･Ll1thecaseoffHeloadlng,the

dJamCtCrOfchargetssmaHcrとhantha亡

ofLx)T･C-hole.sothcrcISfreespacesur･
roulldlngthecharge

Thcrefore,thecocff1CICntOfblastlnga

shouldLx:]argcrLhanLhatcakulat(･dfrom

theformula (2) LcLIlbbcUled】aT】一Cter

ofboz'C-hole.(lobeLhedはmeterOfCharge

nlLLllelHl,CgetthecocthclelltOfblasト

mgcasfo)lows,

C=609汰10･6,1二些po('lJihl
′
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L1+Alq''pO(dJdO)''(+)叶
T-t∴~.∩:1';I',TT:'t_こ. 一.(4)
(l+LW.'p｡(Ll〟d+)lOPJl

lVhcrcp+zSthelnltlaldcnsltyOfe.yploI
sioTlgasesand】sregardedzlpprOh'lmatCIy
asthedensILyJotcxplo与Ete ltSelE

Asancxllmple.wewlllcalcuhtethe

caseofsomebhStlngforarockusLnga

s叩CiaLcxpbsll,e.

ThepropcrtEeSOFthecxplosIYeare

1-8,650トkg.cm:
D=5.lkm/see

P.-iL5kg/I

･h-277km/see

Andlhcmechamcalpmpez.tleSOftherock

ar(l

qL-2.33

Ll･=00574

1-･,-0.iu

ThentheblasLlngCOClnClentSOfdenslty

loadlngandrlTcJoadlngarcaSfoJEows.

(I) denslLrIoadmg(J▲Id,-10)

C=±170

(2) (llcJoadHlg(a.Ll.-1･2)
C=256

TheaboleeXplosl､eZSageJatlnOtJSdi･

n五mile

lnthecaseofpoyrderrcxplosLヽeOf

Jowerdenslty,thedlJTcrenccbctwecntfT.e

blastlng COeLflclcntsofdcnsltyJoadtng

a-1doHiJeJoadLnglSnotSOmuchlarge

aslnthecaseofgeJatlI10uSdynamlte
aboveclted

I)T ゝ†11mta,K Tan山【a JIlldEzp】SoC,

Japan,12.X○リ!さ(1956)

(_～-lhozIYtzshlCo,LtdTakcto〉oPlant)

電気雷管に関する研究 (第5報)

(Lotfコつt申 5 月 10口 真･1)

木 下 四粘 ･加 藤 描戒 1J'材 武 人

(日本化繋指穴.た敢 斬柘作文LW大工品防食:I)

拷 甘

7L句¶竹̂Z即 ルて発色l)-I)IJい )を打つ-こ匹往々
にして不兇現旬と71'るt朱甘tFがあるが,この咽 は

色々とあり.大珊ilhは次の三つl=分けられる.その

-つは7tR℡tf木 与…の改印.FDt)屯棟の和書.故坑の

異常.爪火玉の紺 .肘水性の大輔 であT),その二

は使用上J)iAll,I)功 ま可髄 ;fJ轄模, けノビyy
の洲 .二nUrつ すらこと書でもT).その三.王t溺不

足でTe戟BのM力不足等てあ-Jこと.iよく知らLtて一､,at
耽々が不想 田となつ'こもの4･ZlへてjLる(_t東野

℡は柵 A常T.･い場合がきいのであるが,こ川王前記

のその二.その三の瓜田に生田する蛾怨が多いからで
わTJ.このうちそのこのZ租 可淡ある均分につI,･ては

15

鰍.こTa屯田廿の陀 (郡 4職 )l)に於Jて 並へ●二がそ

の三の相 であるtl盟不足の中食の78気発政 こ.ついて

も緒寸し一二桝 を救世する.例えはEE缶Lllで維珊 廿1-

班欧 3･かつ'このでその閲 J･{色々と17!へて入1こか曜

気市野自任には故耳は 見られず母u.i.亡撫法,洞tL=
符十る考CE等も充分であっ■こが.,I_ヱ二二王位用して'.I

るコソ1ソサー式莞恵岩の手1ソナン1瓜汀t圧を判
定し◆こところ.lh_-Vで瓜tTするのI,'LE持てあ･-JにJ.狗

わらで137V位で力t†する/)のJJ;あるここが分->'こ.

<cOVで充思し●こ符合とSGCVで充ELT二者fiこては

土木7Lイ ーfl勺:二は芯Eの白菜の比となるので妓名はm
若o ltmとならのて不発羨田を生じ●二重11.I京巴･エ
<∞Vで氏汀する允改訂を使用し-='このllろうと推屈

される.そこで牧田防止対兼として1COVで点灯する

ものは5ccVlTtn灯する捷:二男故私,>冗Etすrt.It不児




